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新契約年換算保険料

解約・失効年換算保険料

解約・失効高

新契約高

新契約（個人保険＋個人年金保険）

解約・失効（個人保険＋個人年金保険）

決算の概要　フコク生命グループの業績（フコク生命・フコクしんらい生命合算）

　新契約年換算保険料は、前年度比9.7％減の319億円となりました。
フコク生命においては、4月より販売を再開した一時払終身保険の販
売好調により、前年度比10.7％増加の176億円となりました。

　新契約高は、前年度比5.9％増の1兆6,934億円となりました。フコ
ク生命においては、保障性商品「未来のとびら」の新契約が増加し、2
年連続で増加しております。
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2025年度

353億円
319億円

フコク生命
単体
176億円

■個人保険　■個人年金保険　■フコクしんらい生命
■うち第三分野（フコク生命）　

（単位：億円）（フコク生命単体：176億円）319億円

（フコク生命単体：112億円）149億円

（フコク生命単体：1兆373億円）1兆1,203億円

（フコク生命単体：1兆4,163億円）1兆6,934億円

年換算保険料とは？
月払、年払、一時払などの払込方法や払込期間の違いを調整し、保険料を契約
期間中に平均して支払うと仮定した場合に、生命保険会社が保険契約から１
年間にどれだけの保険料収入を得ているかを示す指標です。

契約高とは？
生命保険会社が保障する金額の総合計額です。

2023年度 2024年度 2025年度
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1,004
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3,483
1,467

11,041

1兆4,738億円 1兆5,991億円 1兆6,934億円

フコク生命
単体

1兆4,163億円

■個人保険　■個人年金保険　■フコクしんらい生命

解約・失効率
（年換算保険料ベース）

解約・失効率
（保険金額ベース）

解約・失効年換算保険料

解約・失効高

年度始の保有契約年換算保険料

年度始の保有契約高

2.56％
2.75％
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2023年度

2.85％

2024年度 2025年度

112

149億円

37

■フコク生命　■フコクしんらい生命　● 解約・失効率

11,552

1兆2,088億円

11,356

1兆1,992億円

635535

2023年度 2024年度 2025年度

10,373

1兆1,203億円
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4.55％ 4.60％
4.34％

■フコク生命　■フコクしんらい生命　● 解約・失効率

解約・失効率
（年換算保険料ベース）

解約・失効率
（保険金額ベース）

　解約・失効年換算保険料は、前年度比0.1％減の149億円となりました。
解約・失効率は2.85%と良好な水準を継続しております。

　解約・失効高は、前年度比6.6％減の1兆1,203億円となりました。
解約・失効率は4.34％と良好な水準を継続しております。

（フコク生命単体：3.12％）2.85%

（フコク生命単体：4.45％）4.34%

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）
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保有契約年換算保険料

団体保険の保有契約高 団体年金保険の保有契約高（責任準備金）

保有契約高

保険料等収入

保有契約（個人保険＋個人年金保険）

企業保険（団体保険、団体年金保険）

　保有契約年換算保険料は、前年度末比1.4%減の5,174億円と
なりました。フコク生命の第三分野の保有契約年換算保険料につ
いては、2003年度の開示以来プラス伸展を継続しております。

　企業保険分野においては、さまざまな企業向け商品および各種プランの提案を通じて、お客さまを総合的にサポートし
ております。団体保険の保有契約高は、前年度末比0.1%増の17兆6,090億円となり、団体年金保険の保有契約高は、前
年度末比1.3%増の2兆3,526億円となりました。

　保有契約高は、前年度末比0.3%減の25兆7,261億円とな
りました。新契約高の増加と解約失効高の改善により、2社合
算のマイナス幅は縮小しております。

　保険料等収入は、前年度比0.2％増の7,737億円となり
ました。

（フコク生命単体：3,595億円）5,174億円

（フコク生命単体：5,680億円）

（フコク生命単体：23兆1,684億円）25兆7,261億円

7,737億円

■個人保険　■個人年金保険　■フコクしんらい生命
■うち第三分野（フコク生命）　

■個人保険　　　■個人年金保険　■団体保険
■団体年金保険　■その他　　　　■フコクしんらい生命
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フコク生命
単体

5,680億円

2025年度
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7,737億円
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■個人保険　■個人年金保険　■フコクしんらい生命

173,972

17兆5,829億円

1,477

174,482173,972

17兆5,449億円

1,3471,477

2023年度末 2024年度末 2025年度末

174,813

17兆6,090億円

1,277

■フコク生命　■フコクしんらい生命

23,52623,22823,306

2023年度末 2024年度末 2025年度末

■フコク生命

2023年度末 2024年度末 2025年度末

1,578

1,016

1,180

5,174億円

2,579

フコク生命
単体

3,595億円1,787

1,038

1,167

5,436億円

2,609

1,644

1,029

1,171

5,245億円

2,572

23,325
20,698

26兆909億円

216,885

24,822
20,869

25兆7,939億円

212,248

25,577
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25兆7,261億円

211,055

フコク生命
単体
23兆

1,684億円

2023年度末 2024年度末 2025年度末

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）（単位：億円）
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1,046
930 1,046 1,037

1,009
1,198

1,306

2023年度 2024年度 2025年度

■標準責任準備金積立負担を除いた基礎利益 （単位：億円）

（単位：億円）
基礎利益とは？
生命保険会社の基礎的な期間損益の状況を表す指標です。
利差とは？
保険料算出時に想定した利率にもとづく予定運用収益と実際の運
用収益との差額のことです。
費差とは？
保険料算出時に想定した事業費率にもとづく事業費支出予定額と
実際の支出額との差額のことです。
危険差とは？
保険料算出時に想定した保険事故発生率にもとづく保険金・給付金
等支払予定額と実際の支払額との差額のことです。
標準責任準備金積立負担とは？
上記の利差、費差、危険差に含まれない、法令により義務づけられ
た標準責任準備金の積立てを行うための負担額のことです。
本負担額は標準責任準備金の積立てに充てられたあと、保険期間を
通じてその全額が取り崩されます。

区　分 2023年度 2024年度 2025年度
　（A）標準責任準備金積立負担を
　除いた基礎利益 1,009 1,198 1,306

利　差 595 854 1,076
保険関係損益

（標準責任準備金積立負担を除く） 413 343 229

費　差 △245 △309 △426
危険差 659 653 656

　（B）標準責任準備金積立負担 △79 △151 △268

　（C）基礎利益（A+B） 930 1,046 1,037

　（D）キャピタル損益 90 △272 711

　 うち有価証券売却益 664 564 1472

　（E）臨時損益 △526 △216 △193

　（F）経常利益（C+D+E） 493 558 1,555

基礎利益

経済価値ベースのソルベンシー比率（ESR）（内部モデル）

　基礎利益は従業員の給与引き上げや標準責任準備金積立負
担の増加により、前年度比0.9％減の1,037億円となりました。
　なお、中期経営計画において経営指標としている標準責
任準備金積立負担を除いた基礎利益は、同9.0％増の
1,306億円となりました。

　2025年度末のESRは、劣後債の再調達による自己資本の
増加や、外国公社債の売却と超長期円債の積増しによる
金利リスクおよび為替リスクの減少を主な要因として、
前年度末比6.9ポイント上昇の248.5％となりました。

1,037億円

２４8.5％

1,555
493 558

2023年度 2024年度 2025年度

■経常利益 （単位：億円）

経常利益とは？

経常利益

　経常利益は前年度比2.8倍の1,555億円となりました。
1,555億円

※当社では標準責任準備金積立負担を除いた基礎利益を中期経営計画における経営指標として位置づけています。

基礎利益および経常利益の内訳

フコク生命の収益性・健全性

■基礎利益

20,254

8,382

21,792 23,320

8,754 9,382

2023年度末 2024年度末 2025年度末

241.6%248.9% 248.5% 

● 経済価値ベースのソルベンシー比率
■経済価値ベースの自己資本　■経済価値ベースのリスク

　2025年度末決算より、経済価値ベースのソルベンシー規制が導入
されました。自己資本を時価ベースで評価することやリスク水準の
引上げなどにより従来よりも厳格に評価し、「内部モデル」とは異なる
監督上の基準である「標準モデル」に基づきESRを計測します。当社
の「標準モデル」に基づくESRはホームページなどで公表予定です。

経済価値ベースのソルベンシー比率とは？
例えば、大災害や株価の大暴落、パンデミックなど、通常の予測を超
えて発生するリスクに対する保険会社の支払余力を示す指標であり、
以下の算式で計算されます。
経済価値ベースのソルベンシー比率
ESR（Economic Solvency Ratio）

経済価値ベースの自己資本
経済価値ベースのリスク

（単位：億円）

通常の事業活動で発生する「経常収益」と「経常費用」の差額で、1年間の事業活動の収支結果を表します。
差額がマイナスの場合には、「経常損失」となります。
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2023年度末 2024年度末 2025年度末

3,967
1,908
3,084
1,524
1,360

3,917
1,885
2,672
931
1,360

3,847
1,805
2,672
980
1,280

1兆693億円 1兆908億円

14.9%14.0%
1兆2,057億円

15.3% 

■基金・基金償却積立金　■任意積立金　■劣後性債務
■価格変動準備金　　　　■危険準備金・追加責任準備金
■その他　　　　　　　　● 自己資本比率 （単位：億円）

 （単位：億円）

注） 1. 記載の格付けは、2026年6月1日現在のものです。
　  2. 格付けは、あくまでも格付会社の意見であり、保険金の支払いなどについて保証を行うものではありません。
　　  また、格付会社が継続的に格付けを監視するものであり、将来的には変更される可能性があります。
　  3. 格付投資情報センター、日本格付研究所、スタンダード＆プアーズ、ムーディーズ、フィッチ・レーティングスは、金融商品取引法に定められている信用格付業者です。
　  4. 同一等級内での相対的な位置付けを示すため、格付けの後に「＋」または「−」の記号が付加されることがあります。
　  　(ムーディーズは格付けに、「1」「2」「3」という数字記号を付加しています。「1」が最上位、「3」が最下位を示します。）

2023年1月2023年以降、
4社の格付が
格上げ

… C

格付投資情報センター
（保険金支払能力格付）

CC CCC B BB BBB A AA AAA

日本格付研究所
AA- AA

7月 8月 2025年3月

スタンダード＆プアーズ
A A+

フィッチ・レーティングス
A A+

ムーディーズ
A2 A1

AA-

日本格付研究所
（保険金支払能力格付）

AA

スタンダード＆プアーズ
（保険財務力格付け）

A+

ムーディーズ
（保険財務格付）

A1

フィッチ・レーティングス
（保険会社財務格付）

A+

区　分 2023
年度末

2024
年度末

2025
年度末

有価証券合計 9,510 6,856 7,590

 うち公社債 △89 △1,498 △4,595

 うち株式 5,815 5,162 8,206

 うち外国証券 3,282 2,764 3,449

不動産（土地・借地権） 1,762 1,875 2,067

合計 11,272 8,732 9,657

自己資本

有価証券・不動産の含み益

　自己資本は、前年度末比1,149億円増の1兆2,057億円となり、
自己資本比率（自己資本÷総資産）は15.3％となりました。

 　有価証券と不動産の含み益の合計額は、前年度末比925億円
増の9,657億円となりました。公社債の含み損は、国内の金利上
昇により増加したものの、他の資産の含み益増加で吸収できてお
り、全体では高水準の含み益を確保しております。

1兆2,057億円

9,657億円

自己資本とは？
当社では、有価証券や土地の含み益に頼らない自己資本を重視しており、
内部留保の強化や外部調達などを行い、その充実を図っております。

含み損益とは？
保有している資産の時価から帳簿価額を差し引いた金額のことをいいます。
その値が、プラスの場合を含み益、マイナスの場合を含み損といいます。

生命保険会社の格付けとは？
独立した第三者である格付会社が、保険金や給付金が契約どおり支払われる確実性（保険金支払能力）の程度を評価したものです。

格付け

　当社は、お客さまに保険金支払能力を客観的にご判断いただくために、中立・公平な格付会社に依頼し、5社より
以下の格付けを取得しております。これは、当社の健全性や収益性などが高く評価されたものと考えております。
　なお、収益性や資本の充実度に加え、営業基盤が拡充していく見通しが高まっていること等が評価され、格付投
資情報センターは12月に、格付の方向性を「安定的」から「ポジティブ」へ変更しました。
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